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夏
休
み
の
課
題
で
、
J
A
管
内
の
小
・
中

学
校
か
ら
作
品
を
募
集
し
た
J
A
共
済
書

道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
が
、次
の
皆
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。な
お
、応
募
総
数
は

５
，４
６
４
点
で
し
た
。

　
　
　
　

   　
　

  　

  

（ ）
は
学
年
、敬
称
略

北
小
＝
井
田
芙
美
乃
⑴
／
杉
山
将
斗
⑵
／
吉
竹

二
音
⑶
／
柴
田
茜
⑷
／
杉
山
優
月
⑸
／
千
輝
小

麦
⑹
南
小
＝
石
内
心
優
⑴
／
山
内
咲
良
⑵
／
齋

藤
千
紗
⑶
／
石
内
優
羽
⑷
／
神
﨑
美
琴
⑸
／
神

坂
衣
都
⑹
殖
蓮
小
＝
茂
木
想
乃
⑴
／
高
橋
優
羽

奈
⑵
／
西
村
結
菜
⑶
／
和
田
理
希
⑷
／
川
端
聡

太
⑸
／
大
塚
涼
央
⑹
茂
呂
小
＝
小
川
隼
人
⑴
／

横
山
美
緒
⑵
／
三
屋
瞬
⑶
／
倉
林
理
翔
⑷
／
山

田
明
空
⑸
／
森
美
結
⑹
三
郷
小
＝
髙
橋
洸
貴
⑴

／
内
山
侑
菜
⑵
／
亀
井
紅
⑶
／
川
俣
茉
奈
華
⑷

／
齋
藤
の
の
か
⑸
／
細
井
美
里
⑹
宮
郷
小
＝
下

山
律
果
⑴
／
猪
熊
天
真
⑵
／
木
村
龍
之
介
⑶
／

鶴
田
凜
⑷
／
橋
詰
茉
彩
⑸
／
本
城
玲
奈
⑹
宮
郷

第
二
小
＝
柿
沼
珀
玖
⑴
／
中
原
旭
陽
⑵
／
横
堀

真
結
⑶
／
伊
藤
杏
⑷
／
坂
井
歩
実
⑸
／
茂
木
柚

花
⑹
名
和
小
＝
堀
越
柊
磨
⑴
／
中
野
碧
⑵
／
清

田
紫
音
⑶
／
干
場
唯
以
⑷
／
石
原
彩
音
⑸
／
佐

藤
星
和
⑹
豊
受
小
＝
内
田
菜
月
⑴
／
北
爪
大
晴

⑵
／
茂
木
心
杏
⑶
／
岡
野
由
芽
⑷
／
上
田
友
莉

⑸
／
小
澤
つ
ぐ
み
⑹
北
第
二
小
＝
吉
竹
黎
徠
杜

⑴
／
笠
原
彩
羽
⑵
／
長
谷
里
咲
⑶
／
清
水
駿
介

⑷
／
江
原
千
賀
⑸
／
井
田
藍
瑠
⑹
殖
蓮
第
二
小

＝
吉
野
優
花
⑴
／
新
井
俊
平
⑵
／
三
木
凱
斗
⑶

／
久
保
田
篤
弘
⑷
／
須
永
華
乃
⑸
／
櫻
澤
采
那

⑹
広
瀬
小
＝
中
山
大
也
⑴
／
髙
橋
桃
子
⑵
／
丸

橋
秋
妃
⑶
／
勅
使
川
原
埜
乃
花
⑷
／
関
根
優
心

⑸
／
宮
沢
祐
寿
歩
⑹
坂
東
小
＝
梅
澤
凜
華
⑴
／

神
倉
湊
⑵
／
橋
本
澪
果
⑶
／
澤
日
奈
多
⑷
／
福

島
こ
こ
ろ
⑸
／
板
垣
汐
莉
⑹
第
一
中
＝
藤
井
優

衣
⑴
／
寺
井
柚
乃
⑵
／
南
雲
惟
吹
⑶
第
二
中
＝

舛
田
百
花
⑴
／
茂
木
愛
歩
⑵
／
村
上
円
香
⑶
第

三
中
＝
髙
山
葵
⑴
／
髙
山
伊
織
⑵
／
岩
﨑
沙
彩

⑶
第
四
中
＝
菊
地
緩
奈
⑴
／
谷
沢
芽
生
⑵
／
鈴

鹿
由
莉
⑶
殖
蓮
中
＝
神
尾
杏
奈
⑴
／
星
野
芽
依

⑵
／
髙
𣘺
沙
彩
⑶
宮
郷
中
＝
柳
井
愛
夕
⑴
／
下

山
凛
華
⑵
／
横
山
心
深
⑶
四
ツ
葉
学
園
中
等
部

＝
山
口
天
寧
⑴
／
吉
田
花
生
⑵
／
今
野
真
優
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
佐
藤
里
音
⑴
／
中
嶋
花
愛
⑵
／
石

井
俐
玖
⑶
／
岩
﨑
叶
凛
⑷
／
佐
藤
綾
音
⑸
／
熊

倉
樹
里
⑹
あ
ず
ま
南
小
＝
片
野
璃
珠
⑴
／
関
根

百
椛
⑵
／
星
野
真
緒
⑶
／
山
上
三
緒
⑷
／
星
野

里
梨
愛
⑸
／
酒
井
優
衣
⑹
あ
ず
ま
北
小
＝
大
谷

昂
⑴
／
佐
藤
孝
樹
⑵
／
小
此
木
悠
⑶
／
岡
田
紗

英
⑷
／
川
村
佳
太
郎
⑸
／
今
泉
晴
菜
⑹
あ
ず
ま

中
＝
小
堀
冴
⑴
／
田
村
陽
毬
⑵
／
蓼
沼
縁
⑶

境

地

区

境
小
＝
渡
邉
希
乃
果
⑴
／
今
野
翔
太
⑵
／
栗
原

歩
杜
⑶
／
小
宮
穂
花
⑷
／
設
楽
佳
歩
⑸
／
藤
井

成
美
⑹
境
采
女
小
＝
月
田
柚
莉
華
⑴
／
須
田
妃

葵
⑵
／
月
田
帆
乃
華
⑶
／
相
川
奈
穂
⑷
／
淺
川

紗
世
⑸
／
大
塚
麻
央
⑹
境
剛
志
小
＝
佐
々
木
篤

人
⑴
／
井
上
航
太
⑵
／
山
谷
響
⑶
／
門
田
幸
太

郎
⑷
／
佐
々
木
の
の
か
⑸
／
柴
岡
柚
稀
⑹
境
東

小
＝
腰
塚
斗
芽
⑴
／
坂
口
茉
衣
梨
⑵
／
福
島
楓

椛
⑶
／
小
林
康
介
⑷
／
坂
上
乃
愛
⑸
／
田
部
井

咲
季
⑹
境
南
中
＝
小
野
柚
葵
⑴
／
松
本
カ
ノ
ン

⑵
／
岸
愛
華
⑶
境
北
中
＝
加
藤
來
夢
⑴
／
清
水

美
月
⑵
／
及
川
優
菜
⑶
境
西
中
＝
柳
沢
琉
羽
⑴

／
清
水
く
る
み
⑵

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
茂
串
結
良
⑴
／
倉
林
勇
羽
⑵
／
石
橋

柚
季
⑶
／
齊
藤
柊
花
⑷
／
若
井
涼
華
⑸
／
齊
藤

優
月
⑹
上
陽
小
＝
湯
浅
愛
茉
⑴
／
神
谷
茉
里
⑵

／
町
田
百
合
菜
⑶
／
髙
橋
綾
⑷
／
渡
邉
孝
樹
⑸

／
原
彩
葉
⑹
芝
根
小
＝
松
本
想
大
⑴
／
安
田
波

琉
人
⑵
／
𠮷
田
充
希
⑶
／
横
坂
佳
怜
⑷
／
阿
多

陽
希
⑸
／
古
厩
珠
代
花
⑹
玉
村
中
央
小
＝
高
橋

新
⑴
／
瀧
澤
恒
希
⑵
／
鈴
木
太
耀
⑶
／
平
井
綾

乃
⑷
／
鈴
木
詩
織
⑸
／
小
粥
柚
花
⑹
玉
村
南
小

＝
中
島
伶
⑴
／
原
一
楓
⑵
／
寺
崎
湊
翔
⑶
／
重

田
陽
音
⑷
／
島
﨑
智
⑸
／
石
関
ひ
い
ろ
⑹
フ
ェ

リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝
根
本
恵
茉
⑴
／
田
渕

き
な
り
⑵
／
植
木
美
結
⑶
／
福
島
新
太
⑷
／
鈴

木
千
尋
⑸
／
八
木
陽
愛
⑹
玉
村
中
＝
相
原
ま
こ

⑴
／
堀
江
雪
心
⑵
／
大
貫
笑
奈
⑶
玉
村
南
中
＝

鈴
木
さ
く
ら
⑴
／
畠
山
穣
⑵
／
原
柚
希
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
太
田
朱
俐
⑴
／
渡
邉
百
葉
⑵
／
千
葉

美
月
⑶
／
水
垣
希
音
⑷
／
渡
邉
千
鶴
⑸
／
高
山

夏
希
⑹
赤
堀
東
小
＝
堀
越
華
奈
⑴
／
金
子
丹
香

⑵
／
松
本
華
奈
⑶
／
齋
藤
咲
果
⑷
／
ホ
セ
イ
ニ

ア
シ
ュ
テ
ィ
ヤ
ニ
碧
空
⑸
／
濱
野
真
衣
⑹
赤
堀

南
小
＝
伊
藤
蓮
⑴
／
海
老
原
丞
⑵
／
加
藤
賜
⑶

／
亀
井
悠
人
⑷
／
山
谷
結
円
⑸
／
清
水
梨
有
⑹

赤
堀
中
＝
高
川
杏
菜
⑴
／
金
子
和
叶
⑵
／
平
井

小
晴
⑶

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
佐
藤
衣
都
⑴
／
山
口
新
⑵
／
齋
藤
圭
汰

⑶
／
庄
司
凪
沙
⑷
／
塩
谷
百
香
⑸
／
柿
沼
心
那

⑹
南
小
＝
坂
本
瑞
桜
⑵
／
齋
藤
千
紗
⑶
／
宮
島

花
乙
李
⑷
／
神
﨑
美
琴
⑸
／
神
坂
衣
都
⑹
殖
蓮

小
＝
鴨
田
隼
人
⑴
／
堀
川
菫
怜
⑵
／
鴨
田
あ
か

り
⑶
／
武
吉
絢
乃
⑷
／
鴨
田
航
汰
⑸
／
井
汲
奏

登
⑹
茂
呂
小
＝
藤
井
美
妃
⑴
／
𠮷
田
結
菜
⑵
／

石
原
芭
梛
⑶
／
小
林
里
心
菜
⑷
／
丸
橋
と
わ
⑸

／
森
美
結
⑹
三
郷
小
＝
古
堅
匠
真
⑴
／
中
村
恵

真
⑵
／
須
藤
遥
愛
⑶
／
鶴
谷
彩
乃
⑷
／
齋
藤
の

の
か
⑸
／
杉
本
悠
真
⑹
宮
郷
小
＝
小
林
緯
叶
⑴

／
沢
田
啓
⑵
／
成
田
唯
⑶
／
小
林
羽
琉
⑷
／
荻

原
ひ
か
り
⑸
／
金
子
百
花
⑹
宮
郷
第
二
小
＝
青

木
麻
衣
華
⑵
／
河
又
陽
樹
⑶
／
松
村
駿
⑸
／
堀

心
愛
月
⑹
名
和
小
＝
新
井
春
馬
⑵
／
中
野
新
⑶

／
干
場
唯
以
⑷
／
栗
原
も
え
⑸
／
新
井
直
輝
⑹

豊
受
小
＝
柘
植
夏
純
実
⑵
／
井
上
昇
馬
⑶
／
馬

場
梢
⑷
／
須
田
ひ
な
の
⑸
／
細
谷
冴
⑹
北
第
二

小
＝
田
口
莉
々
菜
⑵
／
米
村
郁
人
⑶
／
森
結
加

⑷
／
水
野
紗
良
⑸
／
中
島
広
人
⑹
殖
蓮
第
二
小

＝
田
島
巧
翔
⑷
／
須
永
華
乃
⑸
／
新
井
陽
万
里

⑹
広
瀬
小
＝
村
上
芽
衣
⑴
／
小
此
木
琳
音
⑶
／

書
道
半
紙
の
部

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

伊
勢
崎
地
区

書
道
条
幅
の
部
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村
上
慶
人
⑷
／
関
根
優
心
⑸
／
宮
沢
祐
寿
歩
⑹

坂
東
小
＝
橋
本
澪
果
⑶
／
橋
本
柚
果
⑸
／
横
田

美
優
⑹
第
一
中
＝
小
林
唯
花
⑴
／
平
岡
杏
理
⑵

／
宮
下
絆
名
⑶
第
二
中
＝
今
野
楓
⑴
／
石
川
由

希
菜
⑵
／
村
上
円
香
⑶
第
三
中
＝
新
藤
日
向
子

⑴
／
森
早
希
⑵
第
四
中
＝
髙
栁
陽
詩
⑴
／
谷
沢

芽
生
⑵
／
西
村
空
⑶
殖
蓮
中
＝
鈴
木
陸
斗
⑴
／

星
野
芽
依
⑵
／
髙
𣘺
沙
彩
⑶
宮
郷
中
＝
沢
田
央

輔
⑴
／
稲
川
こ
こ
な
⑵
／
齋
藤
春
佳
⑶
四
ツ
葉

学
園
中
等
部
＝
柿
沼
咲
花
⑴
／
吉
田
花
生
⑵
／

今
野
真
優
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
佐
藤
綾
⑴
／
友
永
彩
心
⑶
／
糸
井

恵
梨
花
⑷
／
松
本
奏
音
⑸
／
黒
澤
海
月
樹
⑹
あ

ず
ま
南
小
＝
岡
本
陽
奈
⑵
／
篠
原
さ
く
ら
⑷
／

関
根
結
里
菜
⑸
／
酒
井
優
衣
⑹
あ
ず
ま
北
小
＝

林
秀
衛
⑷
／
外
谷
希
栞
⑸
／
今
泉
晴
菜
⑹
あ
ず

ま
中
＝
佐
藤
蘭
⑴
／
新
井
峻
⑵
／
井
田
碧
優
⑶

境

地

区

境
小
＝
今
野
翔
太
⑵
／
𫝆
井
聡
心
⑶
／
内
山
彩

花
⑷
／
茂
呂
妃
華
⑸
／
鈴
木
成
海
⑹
境
采
女
小

＝
月
田
柚
莉
華
⑴
／
𠮷
田
冬
和
⑵
／
光
山
暖
人

⑶
／
根
岸
花
妃
⑷
／
𠮷
田
和
夏
⑸
／
田
畑
七
緒

⑹
境
剛
志
小
＝
新
井
沙
季
⑶
／
門
田
幸
太
郎
⑷

／
関
口
舞
桜
⑸
／
柴
岡
柚
稀
⑹
境
東
小
＝
中
村

叶
斗
⑴
／
坂
口
茉
衣
梨
⑵
／
福
島
楓
椛
⑶
／
田

部
井
柊
乃
⑷
／
塩
野
勇
成
⑸
／
阿
左
美
一
貴
⑹

境
南
中
＝
五
味
葉
月
⑴
／
斎
藤
萌
々
香
⑵
／
池

田
悠
真
⑶
境
北
中
＝
松
下
陽
俐
⑴
／
須
田
莉
子

⑵
／
田
畑
結
月
⑶
境
西
中
＝
中
島
慶
人
⑴
／
田

島
優
衣
⑵

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
森
さ
く
ら
⑷
／
若
井
涼
華
⑸
／
小
池

桃
果
⑹
上
陽
小
＝
筑
井
澪
花
⑵
／
町
田
百
合
菜

⑶
／
髙
橋
綾
⑷
／
戸
澤
嵐
馬
⑸
／
戸
神
ひ
か
り

⑹
芝
根
小
＝
中
曽
根
莞
多
⑴
／
小
林
真
晴
⑵
／

川
口
桃
嘩
⑶
／
小
林
晴
登
⑷
／
齋
藤
心
葵
⑹
玉

村
中
央
小
＝
丸
橋
怜
乃
羽
⑴
／
石
𠩤
悠
杜
⑵
／

牛
嶋
紗
菜
⑷
／
奈
良
優
歩
⑸
／
藤
原
勇
大
⑹
玉

村
南
小
＝
田
島
麦
⑴
／
寺
崎
結
彩
⑵
／
寺
崎
湊

翔
⑶
／
國
峯
怜
奈
⑷
／
寺
崎
稜
騎
⑸
／
横
山
実

久
⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝
前
田
都
羽

⑴
／
杉
田
充
希
⑸
玉
村
中
＝
相
原
ま
こ
⑴
／
新

井
美
結
⑵
／
大
貫
笑
奈
⑶
玉
村
南
中
＝
新
井
彩

芽
⑴
／
赤
岩
恋
羽
⑵
／
石
原
未
葵
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
神
山
湊
正
⑵
／
千
葉
美
月
⑶
／
野
田

有
紗
⑷
／
實
川
結
唯
奈
⑸
／
高
山
夏
希
⑹
赤
堀

東
小
＝
金
子
丹
香
⑵
／
齋
藤
咲
果
⑷
／
齋
藤
実

咲
⑸
／
髙
田
万
桜
⑹
赤
堀
南
小
＝
鈴
木
想
麻
⑴

／
一
場
旭
人
⑵
／
加
藤
賜
⑶
／
一
場
遥
人
⑷
／

奈
良
成
将
⑸
／
菊
池
陽
奈
⑹
赤
堀
中
＝
高
川
杏

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
浅
川
泉
月
⑴
／
足
利
ゆ
ず
⑵
／
中
曽

根
茉
柚
⑶
／
石
井
愛
子
⑷
／
栁
澤
涼
香
⑸
／
新

井
奏
良
⑹
玉
村
中
央
小
＝
山
﨑
拓
海
⑴
／
信
澤

優
花
⑵
／
仲
上
優
葵
⑶
／
岡
田
彩
愛
⑷
／
井
田

晃
輔
⑸
／
栗
原
慈
平
⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国

際
小
＝
松
田
安
依
理
⑶
／
羽
石
美
初
⑷
／
青
木

佳
穂
⑸
／
髙
坂
さ
く
ら
⑹
玉
村
南
中
＝
原
光
里

⑴
／
櫻
井
寛
也
⑵

赤
堀
地
区

赤
堀
東
小
＝
二
階
堂
太
陽
⑴
／
登
山
幹
太
⑵
／

福
島
圭
悟
⑶
／
森
下
一
槻
⑷
／
ホ
セ
イ
ニ
ア

シ
ュ
テ
ィ
ヤ
ニ
碧
空
⑸
赤
堀
中
＝
金
谷
南
緒
⑴

／
髙
柳
颯
希
⑵
／
板
野
幸
亮
⑶

菜
⑴
／
後
藤
萌
杏
⑵

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
狩
野
愛
茉
⑴
／
中
島
里
奈
子
⑵
／
中
村

蓮
⑶
／
若
林
愛
莉
⑷
／
山
本
晴
日
⑸
／
千
輝
小

麦
⑹
南
小
＝
若
林
歩
実
⑴
／
原
迪
⑶
／
宮
島
花

乙
李
⑷
／
下
田
志
穏
⑸
／
荻
野
な
な
美
⑹
殖
蓮

小
＝
宇
野
愛
海
⑷
／
村
上
愛
奈
⑸
／
下
谷
穂
月

⑹
三
郷
小
＝
上
岡
叶
蒼
⑴
／
鹿
沼
亜
彩
日
⑵
／

漸
田
芽
來
⑶
／
髙
柳
翔
蒼
⑷
／
四
方
川
梨
心
⑸

／
吉
田
千
恵
⑹
豊
受
小
＝
内
田
菜
月
⑴
／
松
村

紗
雪
⑶
／
阮
飛
龍
⑷
／
上
田
友
莉
⑸
／
大
房
和

航
⑹
北
第
二
小
＝
山
口
愛
瑛
⑴
／
佐
藤
晴
迪
⑵

／
長
谷
里
咲
⑶
／
西
川
詩
月
⑷
／
江
原
千
賀
⑸

／
米
村
咲
来
⑹
殖
蓮
第
二
小
＝
皆
葉
翔
斗
⑴
／

髙
草
木
美
織
⑵
／
山
崎
琥
珀
⑶
／
田
澤
美
英
⑷

／
中
村
海
音
⑸
／
深
澤
に
こ
⑹
広
瀬
小
＝
勅
使

川
原
大
志
⑴
／
中
村
悠
雅
⑵
／
浮
塚
乃
彩
⑶
／

勅
使
川
原
埜
乃
花
⑷
／
関
口
凛
人
⑸
／
松
﨑
小

夏
⑹
第
一
中
＝
新
山
莉
愛
⑴
／
多
胡
千
旅
⑵
／

澤
入
柚
月
⑶
第
二
中
＝
新
山
幹
也
⑴
／
松
村
明

凛
⑵
／
關
根
凜
佳
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
南
小
＝
渡
部
裕
翔
⑴
／
髙
岸
夕
楠
⑵
／

辻
結
莉
奈
⑶
／
荻
野
月
冴
⑷
／
髙
木
奏
⑸
／
加

瀬
紗
菜
⑹
あ
ず
ま
中
＝
荻
原
大
陽
⑵

境

地

区

境
采
女
小
＝
細
谷
明
莉
⑴
／
千
本
木
湊
楓
⑵
／

大
橋
璃
子
⑶
／
小
野
由
奈
⑸
／
中
村
圭
乃
⑹
境

剛
志
小
＝
中
村
優
花
⑷
／
伊
藤
萌
花
⑸
／
若
見

太
一
朗
⑹
境
南
中
＝
田
代
夢
菜
⑶
境
北
中
＝
石

川
賢
一
⑴
／
金
子
未
来
⑵
／
田
畑
結
月
⑶

▲書道の審査

▲ポスターの審査

ポ
ス
タ
ー
の
部
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各地の話題

水稲次期作高騰対策助成金
申請受付会

外国人材雇用研修会

９月１日、当ＪＡは伊勢崎市が行う水稲次期作高
騰対策助成金の申請受付会を行い、生産者108人
が参加しました。
同事業は、主食用水稲生産者に対して、新規需

要米を含む水稲の次期作付けに対する経費の助成
を行うものです。
伊勢崎市の担当者が今年度の営農計画書に記載

されている作付面積をもとに助成金額を決めるこ
となどを伝え、申請の受付を行いました。

８月４日、佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援
協議会は本店で農業分野における外国人材雇用研
修会を初めて開き、農業法人や認定農業者ら22人
が参加しました。
特定社会保険労務士の関一之氏が講師を務め、

外国人材を雇用する際の注意点を説明しました。
近年は偽造在留カードを所持する事例があるた
め、在留カードの確認を呼びかけました。
就労前とのギャップで失踪者も増加しているた

め、労働環境を整備して対話による信頼関係の構
築が重要と話しました。

農産物適正生産管理研修会

第２回抑制きゅうり新規講座

８月４日から９月10日にかけて、ＪＡ佐波伊勢
崎園芸協議会と農畜産物直売協議会は各地区で、
農産物適正生産管理研修会を開き、両会の会員が
参加しました。
研修会では、中部農業事務所伊勢崎地域農業課
の担当者が「農薬適正使用と危害防止対策につい
て」と題し、農薬の適正な使用方法について説明
しました。また、収入保険制度や農業生産工程管理
（ＧＡＰ）についての説明も行われ、より良い農業
生産をするための情報共有を行いました。
今後も、消費者の皆様に安全・安心な農産物を
ご提供していきます。

８月25日、佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援
協議会は伊勢崎地区の矢島誠一さんのほ場で第２
回抑制きゅうり新規講座を開き、新規栽培者９人
が参加しました。
講座では中部農業事務所伊勢崎地域農業課の担

当者が今後の栽培管理や生育判断のポイントを説
明しました。また、病害虫の被害を止めるのは難
しいため、生育初期からよく観察して防除するよ
う伝えました。
矢島さんは、薬剤散布をするタイミングや潅水
量などを説明し、追肥や発根促進剤などを活用し
て栽培管理をするよう呼びかけました。

▶
説
明
す
る
矢
島
さ
ん（
左
）
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SCIPOT

たまむら地区抑制きゅうりほ場巡回

第１回フレッシュ農業セミナー

９月５日と12日、たまむら営農センターは23件
の抑制きゅうりほ場巡回を行いました。
同センターの職員と種苗会社の担当者が同行

し、生育状況や高温による葉焼けなどを確認しま
した。
また、近年はウイルス病を媒介するコナジラミ

の多発が問題になっているため、農薬散布だけで
なく昆虫を用いた天敵農薬を導入していくよう呼
びかけました。

９月４日、佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援
協議会は本店で、令和７年度第１回フレッシュ農
業セミナーを開き、新規就農者ら３人が参加しま
した。
第１回はＪＡ全農ぐんまから講師を招き、農薬ラ

ベルの見方や病害虫防除などについて学びました。
セミナーは全５回を予定し、農業機械の実習や

土壌や肥料の基礎知識などについて学びます。

露地ほうれんそう栽培講習会

はくさい栽培講習会

９月５日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会さかい支
部ほうれんそう部会一般ほうれんそう専門部は、
ＪＡセンターさかいで露地ほうれんそう栽培講習
会を開き、生産者34人が参加しました。
講習会では、中部農業事務所伊勢崎地域農業課の
担当者が栽培管理について説明しました。要素欠乏
を防ぐため、生育時期に合わせた対策をするよう呼
びかけました。種苗会社による品種特性の説明も行
われ、品種ごとの耐病性などを学びました。
また、ＪＡ全農ぐんまの担当者が病害虫防除に
ついて説明し、生育初期から徹底した防除をする
よう伝えました。

９月４日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会いせさき・
たまむら・さかい支部は、本店ではくさい栽培講
習会を開き、生産者10人が参加しました。
講習会では、中部農業事務所伊勢崎地域農業課
の担当者が育苗や定植後の管理について説明し、
育苗時に高温対策として遮光資材を導入する際
は、遮光率が50％程度の資材を使用するように呼
びかけました。
また、種苗会社の担当者が新品種の特性や病害
虫防除などの栽培のポイントについて説明しました。

−−2025.2025.10−10− 飛翔 飛翔5



各地の話題

わたしの
おすすめ料理

第２回農業キッズプログラム

営農センター渉外担当者視察研修会

抑制きゅうり目揃え会ＪＡ佐波伊勢崎消費拡大推進販売

令和７年度ＪＡ群馬青協親善球技大会 あずま地区・さかい地区
組合員チャリティーゴルフ大会

９月７日、伊勢崎市農政部農政課は令和７年度第２
回農業キッズプログラムを開き、市内の小学４～６年
生の農業キッズアンバサダー 31人が参加しました。
ぶどうを栽培している宇野丈治さんの畑では、栽培

しているぶどうの種類や収穫適期、包装方法などにつ
いて学びました。また、伊勢崎興陽高校で料理教室も
行い、高校生に教わりながらシャインマスカットを使
ったゼリーを作りました。

９月９日、当ＪＡの各営農センター渉外担当者は長
野県で視察研修を行い、職員９人が参加しました。
農薬メーカーの協友アグリ株式会社長野工場と苗を
製造販売しているベルグアース株式会社長野横

よこ ぜ き

堰農場
を視察し、農薬の製造や苗の育苗過程などを視察しま
した。
これからも販売している商品の知識や製造工程など
を学び、渉外活動に活かしていきます。

９月12日、きゅうり選果場利用組合は、なす・きゅ
うり選果場で抑制きゅうり目揃え会を開き、生産者88
人が参加しました。
市場情勢についてＪＡ
全農ぐんまや市場担当者
は、最盛期を迎える管内
産きゅうりの需要が高ま
っているため、長期間の
出荷をしていくよう呼び
かけました。
目揃えでは、等級別に色
味や傷の状態を確認し、生
産者同士で規格の申し合
わせをしました。

９月12日、当ＪＡは伊
勢崎市役所東館で消費
拡大推進販売を行いま
した。
販売会では事前に注
文を受けたお肉の推進
販売をし、地元の農畜
産物の消費拡大につな
げました。　
また、会場では新鮮
な管内産の野菜、季節
の果物をお買い得な価
格で販売し、地元の新鮮
野菜のＰＲをしました。

９月19日、群馬県農協青年部協議会は登利平桃ノ木
川グラウンドで令和７年度ＪＡ群馬青協親善球技大会
を開き、当ＪＡの青年部からあずま支部、境支部の２
チームが出場しました。
全６チームでソフトボールのトーナメント戦を行い、
あずま支部が準優勝しました。おめでとうございます。

９月９日、あずま地区が太田双葉カントリークラブ
で、さかい地区が玉村ゴルフ場で組合員チャリティー
ゴルフ大会を開催し、合計199人が参加しました。
当日はチャリティー募金としてＪＡ佐波伊勢崎助け
あい組織「たんぽぽの会」へ81,200円が寄付されま
した。
大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

《あずま地区》 《さかい地区》
【優　勝】　瀬間　勇輝 【優　勝】　川島　　均
【準優勝】　松原　　肇 【準優勝】　田島　俊彦
【第３位】　水科　　進 【第３位】　萩原　弘和

◀
宇
野
さ
ん（
右
）か
ら

収
穫
方
法
を
教
わ
る
キ
ッ
ズ
た
ち

▶
対
戦
チ
ー
ム
に
挨
拶
を
す
る

　
　
　
あ
ず
ま
支
部
の
皆
さ
ん
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わたしの
おすすめ料理

伊勢崎地区

田口 明子さん

梨が入った焼肉ダレを使った
生姜焼き

◦梨（大きめ）･････････････1/2個
◦玉ねぎ･･････････････････1/2個
◦にんにく････････････････1かけ
◦しょうが････････････････1かけ
◦豚ロース肉（生姜焼き用）
   　　　　････････ 2枚（96g）
◦サラダ油･･････････････････適量

◦醤油･･･････････ 100cc
◦砂糖･･････････ 大さじ2
◦酒････････････ 大さじ2
◦レモン汁･････ 大さじ1
◦味噌･･････････ 大さじ1
◦白ごま･･･････ 大さじ1
◦ゴマ油･･･････ 小さじ1

【1人分】材 料

①梨、玉ねぎ、にんにく、しょうがをすりおろす。
②❶とAをよく混ぜ合わせる。
③小鍋に❷を入れ、弱火で5～10分煮つめる。
④フライパンにサラダ油をひいて、豚ロース肉を焼く。
⑤�火が通ったら❸をからめて焼きあげ、お皿に盛りつけたら

できあがり。

★ワンポイント
アドバイス★

・ 盛りつけに茹でインゲンやベビーリーフ、プチトマトを入れると
　彩りがよくなります。
・ タレを甘くしたい場合は、すった梨を入れるのがおすすめです。
・ 残ったタレは、きのこ料理やゴーヤの炒め物にも使えます。

農家の女性も、農家でない女性も、大歓迎です。
JA佐波伊勢崎企画課 0270-27-3033までお問い合わせください。女性部員募集!

作 り 方

ＪＡ佐波伊勢崎女性組織協議会
群馬県家の光大会で最優秀賞を受賞

　９月12日、ＪＡ群馬中央会はＪＡ
ビルで第77回家の光大会を開きま
した。当ＪＡからは、伊勢崎地区の
渋谷久江さんが家の光記事活用体
験発表をしました。
　渋谷さんは「私と仲間と家の光」
と題して、助けあい組織「たんぽ
ぽの会」や女性部での読み聞かせ活
動の取り組みを紹介し、最優秀賞
を受賞しました。
　来年２月に福岡県で行われる全
国家の光大会で群馬県の代表とし
て発表します。

A

ＪＡ佐波伊勢崎女性組織協議会

スマホ教室

　ＪＡ佐波伊勢崎女性組織協議会は
８月18日から９月４日にかけて、
当ＪＡが主導して企画しているスマ
ホ教室を各地区で開きました。
　同教室は、地域貢献活動の一環
として行っており、今年で４年目
となります。ドコモのスタッフが
講師を務め、フリック入力での文章
作成やカメラ撮影時の注意事項の
他に、写真検索や自撮りの方法を
学びました。
　また、ＪＡ職員がＪＡバンクアプ
リや小額投資非課税制度（NISA）
などについて説明しました。

▲８月26日 玉村地区女性部

東地区女性部

老人ホーム訪問

　９月９日、東地区女性部はボラ
ンティア活動の一環として、老人
ホーム「サルビア荘」を訪問しま
した。
　手話ダンス「アイリスの会」に
よる発表や手芸部の手作りお手玉
のプレゼントなど、利用者との交
流を深めました。また、部員らが

「夕焼け小焼け」をレクチャーし、
全員で一緒に手話ダンスを踊りま
した。
　住みよい地域社会づくりを目指し、
今後も定期的に行っていきます。

▲「アイリスの会」による手話ダンス

−−2025.2025.10−10− 飛翔 飛翔7



元気印

JA佐波伊勢崎

Agri Memo

アグリ
　　メモ
アグリ
　　メモ

地区ごとに若手職員を紹介します！ 本　店

総務部　管理課　三
み さ わ

沢　亮
りょうた

太（34歳）

農畜産課　川
か わ た

田　佑
ゆうすけ

介（33歳）

【仕事内容】各事業部の実績の取りまとめや行政庁へ
の提出書類作成、職員のパソコン等の端末管理などを
行っています。

【仕事でうれしかったこと】職員の方と関わりが多い
部署ですので、職員の困っていることに対応して解決
ができた時に「ありがとう」と言われることが嬉しい
です。

【仕事で心がけていること】電話の対応も含めて、表
情が伝わるようにお客様や職員の方に接することを心
がけています。

【今後の目標】経理事務が中心になりますので、経理
の知識を吸収しながら、お客様や職員の方から信頼さ
れる職員になれるように頑張っていきたいです。

【仕事内容】主に家畜市場での販売および購買や生産者
からお預かりした和牛を渋川・前橋家畜市場と玉村食
肉市場に運搬します。また、和牛の子牛登記および母
牛登録などを行っています。

【仕事でうれしかったこと】生産者からお預かりし、家
畜市場へ搬入した牛がセリで無事に販売できた時はう
れしく、やりがいを感じます。

【仕事で心がけていること】可能な限り組合員ファース
トを心がけています。また、牛の運搬時には細心の注
意を払い、牛の安全を第一に心がけています。

【今後の目標】群馬県のブランド牛である上州牛・上州
和牛への理解を幅広い層へ広めていきたいです。また、
組合員の皆様からの要望に可能な限り応え続けられる
職員になりたいです。

　三沢担当は日々の業務をとてもポジティブに行い
ます。決算や固定資産など専門性の高い業務を正確
に行いながら、管理課内の困りごとや他部署からの
依頼を積極的に引き受け、解決してくれる頼もしい存
在です。ＪＡのインスタグラムでも活躍しています。
今後もいろいろな分野へのチャレンジを期待します。

所属長より

　川田担当は販売を中心に、登録員の資格を活かして
親牛登録・子牛登記作業も行っています。日々現場で
の業務が多い為迅速に生産者対応をしています。生産
者から頼られるよう、初心の気持ちを忘れずに今後の
活躍に期待します。

所属長より

　第63回伊勢崎市農業まつりが10月25日（土）にショッ
ピングモール「スマーク伊勢崎」で開催されます。長い歴
史のなかでも「スマーク伊勢崎」での開催は初めてです。
例年と違った魅力もありますので是非ご来場ください。
詳細については14ページをご覧ください。

管理課の三沢亮太です。
入職して12年目になりま
す。好きな野菜はきゅう
り・じゃがいも。趣味は音
楽鑑賞と野球観戦です。

管理課からのお知らせ

農畜産課の川田佑介です。
入職して７年目になります。
好きな野菜はキャベツ・きゅ
うり。趣味は筋トレと目標１
日１万歩の散歩です。

　農畜産課は、農産（米麦）・畜産の販売を行っている
部署になります。縦横の連携を密にし生産者に信頼さ
れる、頼られる職員・課を目標に一同頑張っています。　
　米・麦・肉類・乳製品の消費拡大にご協力をお願い
します。

農畜産課からのお知らせ

飛翔飛翔 −2025.10− −2025.10− 8



Agri Memo

アグリ
　　メモ
アグリ
　　メモ 麦の高品質栽培に向けて

写真１　なまぐさ黒穂病写真１　なまぐさ黒穂病写真２　赤かび病写真２　赤かび病

令
和
７
年
産
麦
で
は
、
出
穂
期

の
降
雨
に
よ
り
赤
か
び
病
、
な
ま

ぐ
さ
黒
穂
病
の
発
生
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

適
切
に
防
除
を
行
い
、
高
品
質

麦
の
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
深
耕

作
土
深
15
㎝
以
上
と
し
、
根
域

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
土
塊
が
大

き
い
と
発
芽
不
良
が
増
加
す
る
た

め
、
砕
土
・
整
地
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

二
、
種
子
消
毒

小
麦
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
、
大
麦

斑
葉
病
等
の
防
除
の
た
め
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
播
種
時
期
・
播
種
量

早
播
き
は
徒
長
や
凍
霜
害
を
助

長
す
る
た
め
、
適
期
に
播
種
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

【
播
種
適
期
】
11
月
中
～
下
旬
（
暖

冬
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
下
旬
を

中
心
に
）

【
播
種
量
】
８
㎏
／
10
ａ（
播
種
が

遅
く
な
る
場
合
、
播
種
量
を
１
～

２
割
増
や
す
。）

四
、
播
種
深
度

３
㎝
程
度
を
目
安
と
し
、
深
さ

を
確
認
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
ょ

う
。
浅
播
き
は
乾
燥
害
や
除
草
剤

の
薬
害
が
発
生
し
や
す
く
、
深
播

き
は
出
芽
が
遅
れ
、
生
育
抑
制
に

つ
な
が
る
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
施
肥
量

表
を
参
考
に
、
地
力
・
品
種
毎

に
適
切
な
施
用
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
追
肥
適
期
は
茎
立
期
前
頃

（
３
月
上
旬
）
で
す
。

六
、
麦
踏
み

麦
３
葉
期
頃
か
ら
茎
立
期
前
ま

で
に
３
～
４
回
行
い
ま
す
。
土
壌

凍
結
時
や
土
壌
水
分
の
多
い
場
合

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
徒
長
傾
向
の

場
合
は
茎
立
期
直
前
に
踏
む
と
効

果
的
で
す
。

近
年
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
収

穫
物
へ
の
雑
草
種
子
の
混
入
や
、

収
穫
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

【
土
壌
処
理
剤
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

播
種
前
に
数
回
耕
耘
し
、砕
土
・

整
地
を
し
っ
か
り
行
う
。

②�

播
種
前
に
雑
草
が
発
生
し
て
い

る
場
合
、
茎
葉
処
理
剤
で
枯
ら

す
。

③�

早
播
き
は
雑
草
の
発
生
を
助
長

す
る
た
め
避
け
る
。

④�

播
種
後
は
速
や
か
に
土
壌
処
理

剤
を
散
布
す
る
。

⑤�

倍
率
・
散
布
量
を
厳
守
し
、
土

が
乾
い
て
い
る
場
合
、
登
録
の

範
囲
内
で
希
釈
水
量
を
多
め
に

散
布
す
る
。

※�

イ
ネ
科
雑
草
等
多
発
ほ
場
の
場
合

出
来
る
だ
け
播
種
を
遅
く
し
、

３
葉
期
頃
に
、
使
用
可
能
な
土
壌

処
理
剤
を
も
う
一
度
散
布
す
る
。

【
茎
葉
処
理
剤
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

雑
草
の
発
生
状
況
を
確
認
し
、

適
期
に
散
布
す
る
。

②�

散
布
直
後
に
降
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
使
用
を
避
け
る
。

①
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

毎
年
、
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
で
の

出
荷
断
念
が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
畑
麦
栽
培
で
は
特
に
注
意
が

必
要
で
、
種
子
消
毒
を
必
ず
実
施

し
、
発
生
歴
の
あ
る
ほ
場
で
は
殺

菌
剤
の
土
壌
混
和
等
で
防
除
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

発
生
し
た
ほ
場
で
は
、
数
年
間

小
麦
栽
培
を
休
ま
せ
る
等
の
対
策

が
必
要
で
す
。

②
赤
か
び
病

麦
種
毎
の
薬
剤
散
布
適
期
に
本

田
防
除
を
実
施
し
、
施
設
等
へ
の

混
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
防
除
適
期
】

小
麦 

①
開
花
始
期
～
開
花
期

　
　

 

②
開
花
10
～
20
日
後

二
条
大
麦　

葯
殻
抽
出
始
期

六
条
大
麦　

開
花
始
期
～
開
花
期

（
伊
勢
崎
地
域
農
業
課
）

1 
深
耕

5 

施
肥
量

6 

麦
踏
み

7 

雑
草
防
除

8 
病
害
対
策

4 

播
種
深
度

2 

種
子
消
毒

3 

播
種
時
期
・
播
種
量

麦種 品種 基肥 追肥

小麦

さとのそら ８ ２～４

つるぴかり ６～８ ２～３

ゆめかおり ６～７ ２～４
六条
大麦 シュンライ ５～７ ２～３

二条
大麦 サチホゴールデン ５～６ －

表　施肥量の目安(窒素成分:kg/10a)
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BUN
GEI

好
物
の
栗
が
い
っ
ぱ
い
栗
ご
は
ん

敬
老
日
孫
か
ら
届
く
白
い
靴

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
　
樋
口
　
幸
子

苧お

殻が
ら

焚た

き
ご
先
祖
迎
え
お
ご
そ
か
に

億
年
も
光
り
の
帯
や
天
の
川

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

ど
の
粒
も
美
し
き
顔
今
年
米

枯
芒
す
す
き

風
に
揺
れ
て
も
意
は
揺
れ
ず

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
中
島
　
　
薫

車
窓
か
ら
実
る
稲
穂
を
待
ち
わ
び
る

玉
村
町
飯
倉
　
阿
部
　
文
代

よ
う
や
く
に
コ
ス
モ
ス
出
番
虫
の
音
も

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

名
月
や
妻
と
若
き
日
懐
か
し
む

流
れ
来
る
運
動
会
の
ミ
ユ
ー
ジ
ツ
ク

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

鼻
歌
で
散
歩
す
る
道
秋
麗
ら

軽
ト
ラ
に
積
ま
れ
し
神
輿
秋
祭
り

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

雨
傘
も
よ
う
な
し
に
な
り
き
今
日
の
空

見
る
た
び
に
伸
び
る
キ
ュ
ー
リ
の
背
せ
い

比
べ

伊
勢
崎
市
今
泉
町
　
松
島
　
敦
美

も
う
ご
め
ん
史
上
最
も
暑
い
夏

草
花
に
暑
い
で
し
よ
う
と
水
を
や
り

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

や
っ
と
こ
さ
暑
さ
遠
退
き
虫
の
音
が

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

台
風
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
孫
の
問
い

ゴ
キ
ブ
リ
も
鳴
け
ば
好
か
れ
る
か
も
し
れ
ぬ

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

敬
老
の
日
の
集
会
の
よ
う
国
会

秋
茄
子
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ま
す
私

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

最
高
の
夕
陽
ス
ポ
ッ
ト
浴
び
な
が
ら

友
と
安
ら
ぐ
露
天
の
風
呂
に

吾
が
背
中
に
身
体
預
け
し
嬰
児
の

小
さ
き
寝
息
伝
わ
り
て
来
る

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
　
小
倉
キ
ヌ
子

窓
明
け
て
朝
日
赤
赤
今
日
も
晴
れ

猛
暑
日
続
き
日
々
過
す
か
と

伊
勢
崎
市
今
泉
町
　
松
島
　
敦
美

空
爆
の
た
び
に
子
供
の
顔
ゆ
が
む

震
え
と
ま
ら
ぬ
早
々
停
戦

夏
休
み
八や

そ十
路じ

の
思
い
な
つ
か
し
き

寺
で
勉
強
に
ぎ
や
か
昭
和

伊
勢
崎
市
境
下
武
士
　
遠
藤
　
勝
治

こ
の
秋
も「
コ
シ
」は
ゆ
た
か
に
稔
り
た
り

案か
か
し
山
子
が
出
で
し
ふ
く
よ
か
な
顔

玉
村
町
上
新
田
　
新
井
　
和
夫

赤
蜻
蛉
追
ひ
か
け
た
日
が
懐
か
し
い

田
畑
無
く
な
り
ふ
る
さ
と
の
道

秋
耕
の
友
と
し
ば
ら
く
立
ち
話

こ
れ
か
ら
世
の
中
ど
う
動
く
の
か

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
慶
喜

蟋こ
お
ろ
ぎ
蟀
の
こ
ろ
こ
ろ
轡
く
つ
わ
虫む
しが
ち
や
が
ち
や

庭
に
始
ま
る
名
演
奏
会

図
書
館
に
灯
火
親
し
む
や
う
座
り

閉
館
迄
の
時
を
楽
し
む

兵
庫
県
明
石
市
　
小
田
　
和
子

俳 

句

俳 

句

川 

柳

川 

柳

税務無料相談  《開催場所：JAラ♡ラ♡タウン》
税理士法人いずみ 11月 6日㈭ 12月 4日㈭ 午後2時〜

干川会計事務所 11月20日㈭ 12月18日㈭ 午後2時〜

予約制 法律無料相談  《開催場所：本店》
田中・二階堂法律事務所 11月12日㈬ 12月10日㈬ 午後1時〜

各支店窓口へお気軽にご相談ください。
（※当日３日前までにお申込みください。）

予約制

老後の備えは  国民年金 ＋ 農業者年金！
農業者年金 老後生活への備えは十分ですか？ ◆支払った保険料は全額社会保険料控除の対象！

◆�運用益は非課税！◆農業経営の状況に応じて
　保険料を増額し節税額をアップ！
※詳しくは、お近くの農業委員会、またはJAへ

年金無料相談
JAラ♡ラ♡タウン 11月 9日㈰ 午前9時〜午前11時まで お気軽にご相談ください。ご予約は ☎0270-20-1234まで

（※当日3日前までにお申込みください。）

予約制

おいしく食べて美しく
Eat deliciously and be beautiful

短 

歌

短 

歌

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
　
飯
島
美
枝
子

ざ
わ
め
き
の
朝
の
廊
下
に
学
童
子

小
さ
き
繭
を
両り
ょ
う
て掌
に
囲
み

覗
き
し
に
育
ち
遅
れ
の
屑く
ず

繭
や

言
ふ
に
忍
べ
ず
そ
の
場
を
離
れ
し

山
繭
は
朧お
ぼ
ろ
げ気
な
れ
ど
搜さ
が
さ
む
と

放
課
後
長
し
少
女
の
わ
れ
や

山
繭
の
思
ひ
出

山
繭
の
思
ひ
出

や
ま
ま
ゆ

や
ま
ま
ゆ

読
者
の

声

飛翔８月号に寄せられたおたよりを紹介します。
　

表
紙
の
方
の
就
労
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

１
人
で
農
業
に
携
わ
っ

て
先
輩
方
の
指
導
や
協

力
の
お
か
げ
で
農
業
に

励
ん
で
い
る
姿
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

（
Ｔ
さ
ん
）

　
８
月
号
の
表
紙
で
は

赤
堀
地
区
の
生
産
者
の

方
と
お
子
様
を
ご
紹
介

し
、編
集
担
当
も
取
材
を

通
し
、感
銘
を
受
け
ま
し

た
。先
輩
農
家
の
方
や
周

り
の
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
、終
始
笑
顔
で
仰

っ
て
く
れ
ま
し
た
。飛
翔

で
は
こ
れ
か
ら
も
生
産

者
の
方
々
の
活
躍
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

　
も
う
10
月
で
す
ね
。１
年
の

４
分
の
３
が
終
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。10

月
と
い
え
ば
秋
。秋
と
い
え
ば

「
食
欲
の
秋
」や「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、編
集
担
当
は「
睡
眠
の
秋
」

で
す
。快
適
に
眠
り
や
す
い

日
々
が
増
え
、翌
日
が
休
日
の

時
は
午
前
10
時
近
く
ま
で
寝
て

し
ま
い
ま
す
…
。遅
い
時
間
の

起
床
ば
か
り
で
は
身
体
に
悪
影

響
で
す
の
で
、早
起
き
を
心
が

け
た
い
で
す
。そ
れ
と
今
年
は

「
芸
術
の
秋
」に
も
し
た
い
で

す
。美
術
館
に
足
を
運
び
、心
ゆ

く
ま
で
絵
画
を
鑑
賞
す
る
…
そ

の
よ
う
な
秋
の
過
ご
し
方
に
憧

れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。ゆ
っ
く
り

過
ご
せ
る
時
間
を
作
っ
て
、睡

眠
で
は
な
く
芸
術
鑑
賞
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは読者の皆様から
投稿いただいた写真を紹介します！

今回は１枚ご紹介します♪

赤堀の直売所で購入したハイビスカス
の花が咲きました。母が好きなのでプ
レゼントしたのですが、この花の後も
次 と々花を咲かせて母も喜んでいます。

【ペンネーム】 Ｋさん

－びよりー

～

飛翔飛翔 −2025.10− −2025.10− 10



おいしく食べて美しく
Eat deliciously and be beautiful

８月号クイズ当選者は次の方々です。
おめでとうございます。
［応募総数24通］（  ）は町名、敬称略

荒 井 　 優 花 （伊勢崎市茂呂町）
加 藤 　 美 紀 （伊勢崎市上田町）
狩 野 　 　 守 （伊勢崎市八寸町）
町 田 貴 美 江 （玉 村 町 南 玉）
羽 鳥 　 恭 章 （玉 村 町 板 井）

タテのカギ

❷ �川辺や海岸で見られる冬鳥。東京都民
の鳥です

❺ �熱海と並んで有名な、伊豆半島東部の
温泉地

❼ 分別して出します
❽ 雄弁は銀、――は金
❿ 陶器よりも高い温度で焼きます
⓬ 耳の長い動物
⓮ 天高く――肥ゆる秋
⓰ 暦の上ではこの日から冬
⓲ 櫛（くし）の材料によいとされる木
⓴ 『源氏物語』の作者は紫――です
㉑ SLとも呼ばれる蒸気――

❶ �育つこと。七五三は子どもの――を
祝う行事です

❷ �――果敢に若武者が戦う
❸ 江戸時代のタクシーです
❹ �秋の山を彩ります
❻ �「豚」の音読み。――カツ
❾ 金属の輪を長くつないで作ります
⓫ 旅先の体験を書き綴ったもの
⓭ �平安貴族の乗り物。モーと鳴く動物

が引きます
⓯ よく晴れた日の、夕日の色といえば
⓱ �佐渡島にはこの鳥の保護センター

があります
⓳ ギターに張ります

■クロスワードを解き、A 〜Ｅの順に文字を並べてください。
■�ハガキに ①答え ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤職業 ⑥電話番号 ⑦本誌の感想や

イラストなどをご記入のうえ、〒372-0812 伊勢崎市連取町3096-1 
　ＪＡ佐波伊勢崎広報係宛にお送りください。
※�投稿・応募いただいた方の個人情報はプレゼントの発送、

紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。前記の目的以外には使用いたしません。
■�締め切りは11月10日（月）（当日消印有効）
　クイズ当選者には、抽選で５名の方に直売所利用券をプレゼント。

ご応募方法 当選者発表

秋になると、旬のおいしい食材が豊富に出回り、
ついつい食べ過ぎてしまいがちです。しかし、食べ
方を工夫することで健康的な体づくりができます。
今回は、秋の美しく健康な体づくりにお薦めの食材
を三つご紹介します。
■ キノコ類
秋の代表的な食材であるキノコ類は、低カロリー
でありながら栄養価が高く、健康的な体づくりに最
適です。キノコに含まれる豊富な食物繊維は、便秘
解消に役立ちます。また、ベータグルカンという成
分が免疫細胞を活性化させ、風邪などの感染症から
体を守る働きがあるため、寒い時期は積極的に取る
と良いでしょう。タラとキノコをホイルで包み、ト
ースターで焼くとおいしく満足感のある主菜になり
ます。
■ 玄米
玄米は白米と比べてビタミンやミネラル、食物繊

維が豊富で、エネルギー代謝を活発にし、疲労回復
をサポートします。特にビタミンB1は糖質の代謝に

不可欠です。食べた炭水化物を効率良くエネルギー
に変換します。パン粉の代わりに炊いた玄米をつな
ぎとしてハンバーグの種に混ぜ込むと、かさ増しに
なるだけではなく食物繊維も取れます。
■ 柿
秋の味覚である柿には、ビタミンCが豊富に含ま
れています。ビタミンCは肌の健康維持にも欠かせ
ません。また、柿に含まれるタンニンには抗酸化作
用があり、美肌づくりにも役立ちます。若々しい肌
を保ちたい方にはお薦めです。そして、体内の余分
な塩分を排出する働きがあるカリウムも豊富に含ま
れています。むくみの解消にも役立つので、食べ過
ぎた翌日の間食にお薦めです。ぽっ
こりおなかが気になるときは、柿と
ヨーグルトを混ぜておやつに食べる
と良いでしょう。
秋の豊かな食材を上手に活用する
ことで、おいしく食べながら美しく
健康的な体づくりをしたいですね。

ヨコのカギクロスワード

■８月号の答え

□□□□□ラ ツ カ セ

秋の味覚で美しく健康な体づくり

イ

栄養士●吉田理江

こちらからも
ご応募

できるように
なりました!!
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たくさんのご応募ありがとうございました
来年の夏もひまわりフェスタを開催予定ですので、その際は広報誌やインスタグラムでお知らせします。

咲き誇れ伊勢崎ひまわり組とＪＡ佐波伊勢崎の
インスタグラムとのコラボ企画で、イベント会場
およびスタンプラリー会場のひまわり畑を撮影
した写真を募集しました。受賞者にはイベント会
場のひまわり畑で育てた秋冬野菜詰め合わせを
プレゼントします。

  《伊勢崎ひまわり組フォトコンテスト2025とは？》

７月20日（日）に行われたイベント
 「さかいひまわりフェスタ in 伊与久」 の

企画のひとつである
「伊勢崎ひまわり組フォトコンテスト2025」 の

受賞作品が決定しました。

受賞作品発表

投稿者：@yu_otnさん

強く咲く

特別賞

投稿者：@ntms316sさん

青空とひまわり

こだわりポイント
ひまわりがゲリラ豪
雨で倒れてしまった
と塩谷さんのInsta-
gramで知りました。
どんな様子か気にな
り見に行ったところ
倒れても元気に咲い
ていました。自然の力
には抗えないけど力
強く咲くひまわりに
感動し、この写真を撮
りました。 こだわりポイント

毎年の楽しみになった境のひまわり！大雨にも負けず、
広い青空に向かって元気に咲くひまわりたちを写真
いっぱいに収めました。夏のお気に入りの一枚です。

こだわりポイント
毎年楽しみにしているシオヤのハタケの向日葵畑、やっと見頃に
なったタイミングで集中豪雨により倒れてしまったとの悲報を
聞き状況を観に来ました。半分くらい倒れてしまった向日葵もあ
る中、力強く咲き誇る美しい向日葵。夕陽に照らされて生き生き
と輝く姿に自分も頑張ろうとパワーを貰いました。

投稿者：@mii_akkunさん

sunset sunflower 2025

ひまわり賞

グランプリ
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インフォメーションINFORMATION

退 

職 

者

お世話になりました。 （９月30日付）

　　▷石村　陽美《管理課》

【協議事項】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⃝�コンプライアンス・マニュアルの一部改訂に
ついて（案）

⃝「ファーマーズマーケット」運営規程の一部変更
　について

【報告連絡事項】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⃝�ＪＡグループ群馬組織再編構想研究会について
⃝�令和７年度　仮決算棚卸について
⃝�７月末組合員数及び出資金額一覧表について
⃝�７月末金融事業部実績について
⃝�７月末共済推進実績について
⃝�７月末営農販売事業部実績について
⃝�７月末生活事業部実績について
⃝�７月末資産運用事業部実績について

【その他報告連絡事項　14件】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・�※理事会の議事録は支店で閲覧できます。
　支店長にお問い合わせください。

今回は

からか〜ぜ
Vol.

55

お彼岸セール
大盛況

９月のお彼岸期間中には、
たくさんの切り花や旬な果物、地元産の
なすやきゅうりなどを多数取り揃え、
多くのお客様にご来店いただきました。

からか～ぜでは、７月10日より
セミセルフレジを導入しました。

お客様のレジでお待ちいただく時間が
少なくなるよう「セミセルフレジ」を
導入させていただきました。

ご連絡

からか～ぜは
10月で開店15周年を

迎えました
これからも皆様のご来店を

スタッフ一同
お待ちしております

８月31日、本店で理事会が開催され、
次の事項が協議されました。理事会　事業の概要

項 目 金 額 前年対比

貯 金 高（実 残） 1,823億4,834万円 99％

貸付金高（実残） 537億6,266万円 104％

長期共済保有高 3,623億5,877万円 97％

購買品供給高 24億4,936万円 106％

販売品販売高 55億9,142万円 97％

項 目 員 数・金 額 前月対比

正 組 合 員 5,852人 ‐11人

准 組 合 員 13,934人 ‐6人

総 組 合 員 19,786人 ‐17人

出 資 金 24億1,370万円 ‐483　  

令和７年８月末日現在

万
円
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こんなとき 活用事例（ＪＡ × タイミー）
・簡単な作業だけど、時間はかかる
・パートさんが休み
・作業に出れる構成員が減ってきた
・繁忙期の人手が足りない
・１週間だけ人手が欲しい　
　　　　　　　　　　　　　　など

・キュウリの定植作業
・ナスの摘葉作業
・ネギ圃場の除草作業
・田植え作業の補助・苗出し
・キャベツの収穫作業
・その他農作業

・�この時間だけ
働きたい
・すぐ働きたい

「必要な時に人手が欲しい」と「働き手が働きたい時」を
マッチング

１０月１９日㈰ 午前１０時～午後３時 ※荒天中止
伊勢崎市小泉町  小泉コスモスまつり会場
                       　       （小泉稲荷大鳥居周辺）

会場

　ＪＡからは直売所あずま店が出店し、農産物の直売を行
います。他にも地元保育園のダンスやＪＡあずまフラクラ
ブによるフラダンス、キッチンカーの出店など様々な催し
が盛りだくさん！「コスモス切り花コーナー」では、自由に
コスモスをお持ち帰りできます。（ハサミはご持参ください）

日時

25
土曜日

10
10：00 ～15：00

会場

時間

スマーク伊勢崎

伊勢崎市農業まつり

10：00 ～14：00
会場

時間

赤堀コミュニティひろば

欅祭あかぼり
2
日曜日

11

10：00 ～14：00
会場

時間
境ふれあいパーク および
人材派遣ワイズコーポレーション
境総合文化センター (伊勢崎市境総合文化センター)

さかい産業祭

日曜日

11

9

10：00 ～14：00
会場

時間

あずま総合運動公園

あずま産業祭
3

月曜日（祝）

11

10：00 ～14：30
会場

時間

玉村町役場 および JAたまむら支店

玉村町産業祭

日曜日

11

16
JAは伊勢崎市農業まつりを主催するほか、各地区産業祭で直売所の出店や共進会を行っています！

そのほか、様々なブース・イベントが盛りだくさん！※内容は変更になる場合がございますので、ご了承ください。

10月26日㈰ ～11月24日㈪ 日時

群馬県伊勢崎市磯町４１２－３会場

　会場では約20,000株の小菊が赤や白、黄色といった色と
りどりの花を咲かせ、景観を楽しめます。他にも、直売所
あかぼり店による農産物販売やお団子などの販売、フラダ
ンスなどの催しが盛りだくさんです。ぜひ、ご来場ください。

あかぼり小菊の里まつりのお知らせあかぼり小菊の里まつりのお知らせ第24回小泉コスモスまつりのお知らせ

今年の伊勢崎市農業まつ
りは

「スマーク伊勢崎」で
開催だよ！

ぜひご来場ください！

・�この時期だけ人手
が欲しい
・�こんな作業ってして
くれるのかな？

JA × Timee
って、何？

【お問合せ先】ＪＡ佐波伊勢崎
営農販売事業部営農支援課 TEL 27-3030 さ か い営農センター TEL74-7471
い せ さ き営農センター TEL 32-8686 た ま む ら営農センター TEL65-8360
あ ず ま営農センター TEL 63-0521 あ か ぼ り営農センター TEL62-0013

産業祭業祭
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インフォメーションINFORMATION

不正軽油の情報を
お寄せください。

不正
軽油

　群馬県では不正軽油の情報窓口とし
て「不正軽油１１０番」を設けています。
　軽油に灯油や重油を混ぜたり、灯油
や重油をそのまま自動車の燃料として
使用すると地方税法違反となります。
　このような、不正軽油を
製造・販売・使用している
と思われる情報がありまし
たらお知らせください。

令和７年度 フレッシュ
農業セミナー募集案内
 新規就農者、農業経験の少ない就農者及び女性農業者
等を対象に、農業知識や技術の習得を目的としたフレッ
シュ農業セミナーを開催します。皆様の積極的な参加を
お待ちしています。
⒈ 主　催	 佐波伊勢崎農業協同組合
	 中部農業事務所伊勢崎地域農業課
	 佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援協議会
⒉ 対象者	 佐波伊勢崎管内の新規就農者、農業青年、女性農業者等
3. 開催日時・内容及び場所

回 期日・時間／場所 内　容／講　師

４
10月16日（木）　 　　　　
　　　13:30～15:30
ＪＡ佐波伊勢崎本店

営農集団室

・土壌の基礎知識
・肥料の基礎知識
　講師：ＪＡ全農ぐんま 土壌診断センター

５
10月30日（木）　　　
　　　13:30～15:30
ＪＡ佐波伊勢崎本店

営農集団室

・経営管理（青色申告）
・農業簿記の基礎知識
　講師：ＪＡ群馬中央会 担い手支援部

＊都合により変更がありますので、ご了承ください。

4. 募集定員等　�希望者多数の場合は調整させていただく場合があ
ります。

5. 受　講　料　無料
6. 申 込 方 法　�下記お問い合わせ先または各地区の営農センター

にご連絡ください。

ＪＡ佐波伊勢崎営農支援課　　　 （TEL 27-3030）
中部農業事務所伊勢崎地域農業課（TEL 25-1252）お問い合わせ

お問い合わせ
連絡先

JA佐波伊勢崎

9:30～12:00供養
受付

13：00～供養

百歳倶楽部会員の方並びに年金友の会会員の方は無料となります。
会員の方は会員カードをご持参ください。カードを紛失した場合は、
当日スタッフへお申し付けください。 尚、未加入の方は当日会員登録
（会員加入費1,000円）が必要となります。

供養費

ご
注
意
！

●業者の方の持込みはご遠慮ください。
●お人形を収納している容器（ガラスケースや箱など）はお引き受け

　できません。人形のみ お持ちください。

　　　　も
受け付けて
おります。

節句人形

※受付は当日のみ
　となります。

開催
場所

☎ 0270-40-5600 ／ FAX 0270-26-1643

JAセレモニーホールいせさき
群馬県伊勢崎市今泉町1丁目1522-2

葬儀に関するご相談を無料にて対応いたします。葬儀事前相談会同時
開催

令和７年10月26日日

雨天決行

開催日

不正軽油110番　☎ 027-231-2801
（前橋行政県税事務所 県税課 軽油引取税係）

不 正 軽 油 通 報
フォームからも
受付けています!
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表紙の写真は東地区で米麦を栽培する新井弘
ひろあき
明

さんと父の至
よしもと
基さん、息子の克

かつ や
弥さんです。親子

３世代で有限会社よしもと農場を経営しています。
至基さんが膝を悪くしたのをきっかけに、弘明さん

が農場を引き継ぎました。米作りでのこだわりは良い
苗を作ること。そのため、例年と異なる気候を観察
しながら、播

はしゅ
種時期を見極めて苗作りをしています。

経営する上で、至基さんから続く親子３代のポ
リシーは「仕事以外の時間をしっかり設けるこ
と。プライベートの時間を楽しめるからこそ、仕
事も充実した結果が出る」といいます。
あずま米麦部会長を務める弘明さんは、今後も
面積拡大をしていきたいと展望を語ります。

表紙
紹介

第39回伊勢崎市観光特使ひまわりコン
テストが９月６日に行われました。当日は、
審査員の一人として参加しました。市の観
光ＰＲの主役であり、農業まつり、産業祭
でも活躍しています。書類審査30数名の
中からファイナリスト10名がステージに
上り、それぞれが伊勢崎愛を語りました。

大学生から40歳台の既婚女性まで、男性
も３名と多様なエントリーです。だれでも応
募が可能なコンテストです。

僅差で３名が決定しましたが、伊勢崎市
を誇る心が全員の共通点であり、大きな感
動を受けました。また、参加・挑戦する気持
ちが何よりも大事であると再認識しました。

ＪＡ職員や農業後継者が毎回のように参加
してきたこの大会も、今回はエントリーが無
く、少し寂しい思いもありましたが、次回に
期待したいと思います。
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